
を支える空間が用意されていることに加えて、

運営上の工夫が となり、 の では学生 の

を生 出し、寮の 理・運営に 画する RAが に

な を っていると えられる。 、2 の事例を

調 したが、 の調 結果からも、RAによる運営や活

の を高めるためには、RAの 方法の工夫や、研 や

ートの が かせないと えられる。また、RAの

運営や活 が 的に で るよ にするためには、

RA 士・RAと寮生の の場や省 の場の設 、 活

のための 提供などを に行なっていく があ

る。 って、効果的な混住寮の 理・運営を行な ため

には、このよ な教育的関 のあり方について を進

める があり、より 化した計画 ・運営方法 の

構築が である。 

このよ に、寮における教育の を高めることが求め

られる 方で、大学の国際化に けた施 として 後多

くの混住寮が設 されていくことを えると、大学 の

が 大となら よ に 理・運営で る や方法

の構築も である。 の観点から えると、手間がか

から 理がしやすい寮であるとい も に

である。ただし、前 のよ に混住寮における 理・運

営は、 れ が学生の学びの につながることもあり、

「学びの を高めること」と「手間がかから 理がし

やすいこと」がトレード の構 に せ よ 、双

方を高 で するため を進める がある。こ

の点では の の寮をもつ大学における、寮の計

画・運営 での進化の 程から学べる点が多くあると

えられる。 

 

.  の  

上 の を まえると、大学における学びの場の 1

つである混住寮のあり方を えるためには、 後は「教

育・学び」と「 理・運営」の 2つの観点を視野に入れ、

これらを高い で させるための混住寮の建築計画

のあり方、RAの導入も めた 理・運営のあり方をさら

に研究していくことが である。また、 年は、 外

でも教育寮が注目を集めており、特に、2010 年度以 、

国、シン ール、 、 、 などのアジア

のト 大学では、R  （ の教育

ログ を提供する学生寮）が導入されるなど、新しい

教育環境 の 的 化の が明らかになっている。

よって、 後はこれらの 外の事例も に、混住寮の

建築計画のあり方、RAの導入も めた 理・運営のあり

方を研究するとともに、混住寮の教育効果や寮生の学び

の を ・ する方法を することが求められる。 

本研究は 2014 年度明治大学新 域創成型研究「グローバル化 の

国際学生宿舎の計画および運営に関する研究」による 成、および 2014

年度明治大学大学院生研究調 ログ 成「留学生と日本人学生の

生活場 における学び 寮生活を中心に 」を受けて行なわれた。 
 
注 1） の作成に当たって以下の文 ・ を わせて した。

ンは以下に されている を 用・加工して、 ス ー

ルとなるよ 作成したが、作 上の による を ものである。

外観 は て の による。 
大学：http: www.isc.kyushu-u.ac.jp supportcenter    

housing dormitory3 
田大学：中野国際 ・パン レ ト 
大学：見学 ， 大学国際機構支援室 学生部学生支

援課，2 1 .2. 
国際教 大学：http: web.aiu.ac.jp campuslife dormitory  
国際基 教大学：2 1 年度教 学部学生寮 内，国際基 教大学

ジング ス，2 1 .1 
工業大学: 国際学生寮・パン レ ト 
アジア 大学：JAFSA-KAIE Seminar 2 1  in Tokyo

集，JAFSA, 2 1 .12.1 
注 2） の寮を視 した大学に関しては、 ンと外観 は設 

年が新しいものを している。 

注 3）1 は 2つの トの 設 。 
注 4）7事例を するため、 3は見 2 ージの構成としている。 
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１，はじめに 
高齢化・少子化および人口転出などの人口減少によ

り、首都圏の郊外で、スプロールによる住宅が空き家

化している事態が、憂慮されており、対策が計画され

ている。 
人口減少と移動に関する実態調査は、政府統計や調

査で多く報告されている。市民感覚として、人口減少

の要因の高齢化や少子化や街の変化の実感がある。私

たちの居住地の動向に関して、既往研究では、住宅・

住宅地の人口移動や街のイメージや、多数の住宅計画

の研究があるが、人々の住宅と住宅地の重要な選択要

因は、まだ十分に明らかされているとはいえない。 
	 住宅計画を広域的総合的に見るとき人々の課題への

対応方法は、まだ未検討な問題が多い。特に、住宅過

剰に悩む郊外では空き家の活用が本格化する時期には、	 	 	 	

大きな変化の計画の必要性が起こると考える。そこで

本研究は、地域の主な住宅形式に基づく住宅地の類型

を基本に置き、①住宅計画と心理学的な機能の要求の

実態とともに②近隣とコミュニティの生活をライフス

キル（参 10）の視点で総合的にとらえ変化の基礎的な

認識を探る。首都圏千葉圏域において住宅地の類型化

を行い、類型が住生活（住まい・暮らし）の一定の特

性を表現していることとその相互関係および課題を調

査し今後の住宅計画のあり方の基礎的な認識を明らか

にする。特に、過剰のストック住宅をリフォームして

活用する変化の動向を意識して、間取りの物理的な条

件だけでなくインテリアのリラックスできるというよ

うな心理学的条件の要因と居住者自身の DIY 改修意

識等を重視し調査・分析を行い、住宅計画の変化のよ

り本質的な要因を探ることとする。 
２．研究課題と調査方法および推理 
【研究課題と目的】住宅と住宅地およびその暮らしの

実態と住宅計画のあり方について、連続的・総合的に

捉えるための研究課題として①住宅と住宅地の建築特

性、②関連する居住者の生活暮らし、および③現代の

住宅事情として新築住宅取得からストック住宅活用へ

の転換期の住生活の意識の 3点から把握することを試

みた。具体的は、以下の 3点の仮説を立て、検証を行

住宅地の類型と心理学的機能から見た住宅計画の課題 
—首都圏千葉地域における事情— 

Housing Planning Issues of House and Life relating to Life Skill and Psychological Function  
- Housing Type of District of Metropolitan Area Chiba- 
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た。	

①	 住宅地類型 との 意識・・・ 暮らす主に

として見える住宅形式で認識される住宅地の

類型と、住宅特性、 感、暮らしなどの住生活

の 意識—住生活の特 —に一定の関係性と相互

に 立性がある。（基本視点）	

②	 近 や近隣との関係と意識・・さらに住宅地類型

とにコミュニティへの関 が なり、 感な

どの暮らしの意識に が ており、見えない 理

として住宅計画の条件とな ている。（サ 視点 ）	

③	 住宅計画の としての心理的な機能性・・・

く、住宅地類型 とに や間取りだけでなく

住宅に関する心理的な機能性の 求があり、住生

活の 感などに関係している。（サ 視点 ）	

	

	

【研究を する 】研究課題 び仮説検証の目的

に関 る が多数あり 化（調査 能）した。実

態 ー の および考 対 となる とその相互

関係には、研究テー と関係性（表 、表 ）に す

り連続性があるので、以下に に説明する。しか

し、本 では、 の都合でサ 視点 は した。	

	 化して調査を行う は①スプロールとして形

された住宅・住宅地の住宅形式の から見た住宅

地の類型、②郊外生活での住生活の特性となる 学

における 地域への 心 、ライフスキル と 住

宅の 感 、および に③空き家の活用に がると

考えた住宅の心理学的機能な 求（後 ）、および以

の総合として 住宅地の類型が住生活の となる

能性である。	

	【研究 ュー】主な を、 化 法とともに学

的な意 と研究 ューから説明する。①住宅地類

型は、郊外住宅の ン ンと 建て住宅、およびそ

の 実態を 住まいの りに見える を質問し

て ン ン街 、 建て街 などと類型化した。

ン ン街は、 （参 ， ）で定 されている

がその後はない。 建て街 は されたことはない。

主な住宅形式に基づく住宅地の特性は、 識的にも

があると考えられるが、住宅や生活の特性を す代

表的で感 の い として められてはいない。②

の 感は、建築学に多数の報告があるが、 分 の

生学の （ ）の が、 都心や郊

外住宅地地域を調査し高齢者の への ランティア

活動や子 たちとの が との ットワーク形

と 心の向 で を しているとしており、ま

とま た である。 ライフスキル の は、

（ ）による 生活の生 る 々な問題や要

求に対して、建 的 的に対 するために必要な能

（参 ）と定 されている。

教 で 用されるコミュニ ー

ン・スキルや 生活スキル

など生活の （スキル）に 目し

た である。 等（ ）に

おいて ットワークの質 が

生活へ な を るとして

いるように、人の生活の を探

うとして研究されてきた。 生

活での自己 と問題 の

があるがそのうち 本等

（ ） び 本等（ ）のス

キルにおける人への相 ・リー ー ップ・計画性な

どの要 を参考にし、住宅地での生活の を探 た。

③の心理学的機能は、空間の心理的機能 として、 ・
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（ ）により 起されている。主 的 感（

3）とともに、空間の新しい意 として研究さ

れている。その にも、 （ 3）のライフス

イルの として とり の研究があり、心理学

や 学から、建築の意

を探る試みが められ

てきた。建築学では、

高 （ ）や

（ ）がライフス

イルにおける住宅計画

の方法を研究している

が、住宅や空間の意 の 見というよりは、計画目的

の要 として計画方法に重点をおいている。その後、

研究の は見えない。	

【調査方法】	 主な調査 目（表 および ）は、基

本となる のための .住宅地の類型、 住生活の

、 のライフスキルの のためのコミュ

ニティ活動への参 意 、近 や地域への 感、

および と の住宅に期 する心理学的な機能特

性として必要条件と 条件である。	

	 イン ー ット調査（2016 2 、 者 した

者の 自調査）を行い、千葉市の住宅を主とする

と首都圏方向および 対方向の 3 市とし 型的な郊外

地域 と100サンプル合計600サンプルを選 だ。（表

3）その の のフィル リン 条件では、地域

の が 10 になり、 近の ち家住宅移動の要

因を重視し 2 人以 50 以 、 齢 30 以

で 40 未 （60 以 ）､ し 5 未 （50

以 ）および ち家 50 以 の対 にした。その 、

主なその の対 の特性は、表 4 および表 のように

な た。 
【調査分析の考え方】	 調査対 地と調査 目の 定

と分析の として、研究の で したように、千

葉市の郊外の住宅・住宅地の千葉地域の特性を明らか

にするが、主な住宅形

式による住宅地の類型

化は、 ット 者調査

では条件 定が しく

千葉地域の の

ルにな ていると

はいえない。類型の

は明らかにでき

るが、 や分 を

明らかにするのには

ー は で い。

そのために えば

ン ンの街

み と 建ての街

み の類型を

認出 る

が、統計的

な関係—多

少は把握で

きない。本

研究の な は千葉地域の類型 との住生活の特

であり、それを重点に分析する。	

．住宅 住宅地類型と住宅の の事情 
	 住宅・住宅地の特性について､特 の調査の新 の工

をしていない。住宅地の類型は、これまで学 的に

は多くの事 があり や住宅の の 点から

が行 れてきたが、ここでは質問 の に

あてはまる住宅形式 への から、 建て街・ ン

ン街などの 識的な分類で類型化（表 、 ）し

た。その で、住宅は ・性能および暮らし か

らみた総合的な 感、住宅地については 地域ある

いは近 への 感を調査した。住宅地類型（表 ）

の は、調査対 地域の住宅地の 子に対応して

いるように感 るが、十分な 性はない。	

表	 	 調査対 者	

表	 	 住宅地の類型 

表 	 対 者・住宅の特性
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【住宅地類型 との基本特性】	

表 に見るように、 ン ンが立ち ン ン

街、 建て住宅街と ン ンと 建てが する住

宅地街およびそれらの する街（ 街）が、主要

3 類型

といえ

る。住

宅

で

すると、

ン

ン街

と 合街では

、

建て（ ）街は 未 以 に広く分

して がある。	

続いて、総合的な （ ・やや の 、

）では、 ・ 部がやや高い、どちらともいえ

ないまでの を れるとの 建て街、 ン ン街

の となる。

の

の方は

、 街、

ア ート街

で高い。

に 感

（ い､や

やある）（ 3）で

は、

部、 街で

に高く、

ン ン街、

建て街住宅

地の類型と、

住宅の総合的な

感および近

・地域への 感は、住宅地の類型 とに一定の

関係があるようだ。さらに が高い と 感

が い は の関係があるように見える。 建て、

ン ン街で が高く、 ン ン街、 建てで

感が い。 街、ア ート街で 感が高く、

が いなど。	

． の と住宅地	

	 住生活の問題を捉える に、住宅の近 の など、

およびコミュニティ、 の地域のアメニティーや自

などが重要である。これまで住宅の近 の問題

は多くの研究の対 にな てきたが、ここでは の

コミュニティや地域 との関 りに 点をあてる。	

	 に見

たように

生活

の問題や

要求に建

的

的に対

する能

である。そこ

で、その一部

になると考えられる人が地域で行な れる市民活動の

実態を把握するとともに、住宅地の類型と生活の総合

的な を基 に 検討する。	

	 さらに、地域のコミュニティ活動として① 用

や②地域のイ ント活動への参 は、住生活の で基

礎的な意 だけではなく、ライフスキルの の で

ある対外的な 性を すものと考えられる。この

者と地域への 感および住生活の総合的な は、

関係があると考える。ここでは、 者①の活動を、

が す市民の 生活スキル （参 ）と捉えて検討

するために、 以 の 用活動（ 、

博物 、コンサート、 画などの し物）として

した選択 を計数し参 数としてクロス 計した。

統計は住宅・住宅地の特性

に応 て変化している。本

必要なスキルであるなら

ば、住生活の課題とす き

であ う。	

	 い れの住宅地でも参

数（ 、 ）が、

しており、 性

がないといえる。参 数

の多少で うと、 ン

ン街は参 による 類が多

く、 建て街は少ない。い

れもも とも少ない住宅地は､ア ート街と 街

	 	 住宅地と 活動	

	 	 住宅地と 用	

・イ ント等参 の 数	
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である。	

	 後者②については、選択 の の計数（表 ）活

動の多さ 活動 数とした。近 や地域の 活動（市

民のサークル活動、高齢者や への 活動、自

活動、 理 合活動など）への活動 数（ ）の

住宅地 の 向を見ると、活動 数 の 合が多く、

以 である。ア ート街のみ活動 類が相対的に

多く である。	

	住生活のスキルは、居住地への関 りにおいて学生な

らば で調査 を参考にする、市 で市民相

に行くことや、近 の高齢者の見 り活動に参 し

コミュニティの問題 に するなどに関 るスキ

ルであるが、い れの参 と活動も 性が いよう

にもみえる。 生活のスキルがこれだけの では

把握できないものであ うから、問題を しどのよ

うにスキルを高めるかより 求が必要であ う。また、

住宅 剰の時代で、ライフスキルの が住宅取得の行

動にどのよう変化を えるかなどの検討 、今後の課

題である。なお、ここでは したが、総合的な

の対応は、明 でない。	

．心理学の からの 題の 	

	 住宅問題を、か ての 数 ・ 、さらに

間取りの近代化の条件からでなく、 とりあるいは

インの質などからとらえる新しい試みが行 れてき

た。現代

では住宅

は 人の

選択の対

であり、

住宅計画

の研究は、

基 を

くこと

でなく

かな

住宅を し、住宅 の問題を自己で 出 ない人

に対する ーフティー ットの政策で対応するなど方

向が変 てきている。	

	 ち家を人生の ールとする住宅取得のプロ スは

基本でなくなり、より 性的な目 を実現する住宅取

得の が必要であるように考える。（参 ）住宅取

得の視点から、 的に取得される住宅でなく人生の

ライフイ ントのい れにおいても、 の高い住宅

の取得の機 があることが重視される。特に、 ち家

取得 の住宅問題でなく、賃貸住宅 の住宅問題は、

多くは 住宅問題であ たので、住宅の建築計

画でいえば や 計画の質などの改 が課題

であ た。しかし、現代では､賃貸住宅は都市の

から高齢者 まで ち家を選択しない民間賃貸住宅居

住者の問題であり、住宅計画問題もあるが、居住者自

身の 性的な住宅条件を できない点に問題が出て

いる。（参 ）	

	 そこで、 などの賃貸の 住宅における基

本課題に 点をあて① による 居住および②

とりの イン性の による問題と捉える。①は、

による居住 の さといえる。② イン

性の は、 など住みこなしへの とと

もに居住性の であり､ここでは心理学のプライ

ー空間の必要性の研究 を 慮し、その

できない課題として捉える。	

	 プライ ーについては、 的なプライ ー と

い れ る

he	 right	

to	be	alone

が主 され

た

には まる

が、 時の

点は変化

し、プライ

ー

の必要性

から の

大と

が大きい。

建築学でも

住生活でのプ

ラ ーの必要性が意識されて してきた。しかし、

プライ ー研究の 化は特に く、ここでは心理学

の （参 , 、 ）を 用し、い る視

ではないリラックスなどの空間に要求される機能性

を探求した。	

	 （ ）は、人の性格と心理的な機能の関係を

主に研究し、インテリア空間 の心理的機能を し

た。	

	 	 インテリア空間 の心理的機能 
（参 4 および から、 者が 理）） 

	 	 心理的機能要求の  

	 	 心理的機能の の  
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	 ら（ ）に プライ ートス ースにおける

プライ ートな 考 と プライ ートな 分 、 プ

ラ ートな物 および プライ ートな を調査

して分類し、プライ ーの elf ego、Environ ental、	

Inter ersonal の 3 つの意 	 に がるプライ

ーの を 要求があり、住宅でのス ースの

が行 れているとしている。 等と 等の関係は、

時期ながら見えない。その後、 ら（ ）は、

の現 の意 を 一人になれる

として捉え の実態と の要求の を報告して

いる。一人になれることの意 を の要求 として

いる点で、 等の心理的機能で 起している に

ていた。	

	 そこで、本研究は住宅 の行 現 でなく、心理的

な意識から調査研究した。 等の心理的機能（ ）

の 3 類の機能を に、① くり しリラック

スできる時間や空間、② しい人と できる時間や

空間、および③

の自分とは

う の自分を

表現できる時間

や空間として質

問を表現した。

等の や

行 の名 を う質問

は理 の 性は高い

が、ここ

ではより

く意識

を探求す

るために

心理的な

意 を表

現する質

問（表 ）

とした.

の意

やニュ

アンスは

け と

の関係で

まるので

定であるとともに、 らの心理的機能の 表現と

の意 一 が十分にとれていないと考えるが､機能的

要求の を 化する 続きとした。さらに心理的

機能の必要性（ ）と 性（ されているかど

うか、 ）を する質問を 時に行 た。	 	

	 機能 では、要求の高い でリラックス、人との

、自分の表現とな ており、 の高い も で

あるがい れ

も要求と

の間に があ

る。	

	 に

の心理的機能

必要と の の

調査 を し、住宅地の類型とのクロスで

理した。 体にリラックスの機能的な要求が高いので、

住宅地 に する（ ）と、要求の の高い

では、ア ート街、 街、 ン ン街となり、

建て街や ・ 部では高くない。リラックス

要求は、プライ ー に関係していることが

理できるが、本

研究では、住宅

地 によるプ

ライ ー

の関係は調査し

ていない。住宅

形式と関係し

の高 により、

プライ ーの

要求が出ているのかもしれない。 のインテリア空

間 の心理的機能の要求で する（ ）と、高い

でリラックス、人との から、自分表現になり、

ローの 求の 説に が ていると考えられる。	

．住宅の 方に る 的 的 	

	 本研究の

要因調査・

分析の ら

いの一つと

して、心理

的機能要求

を取り

る考え方は、

住宅の総合

	 	 住宅地とリラ

ックスの要求 

	 	 心理的機能の要求と  

	 	 代と住宅  
	 	 賃貸住宅の問題（多重 3 以下） 

	 代と賃貸・ ち家 代と賃貸・ ち家

 

3	 ち家・賃貸の

 

3 ち家・賃貸の

← 	 	 高→ 

	 12	 齢と ち家・賃貸 

	 13	 ち家・賃貸の  
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的な の点で 未 の の 住宅に

問題があると 定し、 らかの改 の視 を得たか

たからである。調査 ー からも、 い 代が住宅

で相対的に 住宅の居住 合が高く（ ）、

賃貸住宅 の （ ）が多い。そして の点

では、 代間でみると が少ないが賃貸居住者が多い

い 代に が い（ 3）といえる。	

	 の賃貸住宅においてプライ ー機能の の

が い点

が関係して

いるかもし

れない。な

お、 代間

で 感の

分 に がな

い点は、本調査は、 人へのイン ー ット調査であ

るので、 主ではない点の特 が に出ていると

も考えられる。	

	 の賃貸住宅

の問題点として す

る 目に、高い 置に

間取り、 に

続き DIY による ス ム化 の問題の があ

る。（ ）	

	 本 では、 視するワンルームやア ートなどの住

宅が､近 住宅ストックの過剰時期に り空き家化が

目立 ている。今後の期 もあるが過剰住宅のうち

の ン ンの 動化が起こり、新しい賃貸住宅

としてワンルーム居住ニー を する になると

する。（参 ）特に、 り DIY 賃貸住宅（DIY

賃貸と ）への転換が、政府から 活動（参 ）

がされている点を に調査を行 た。	

	 その 、調

査サンプル

3 のうち

するとした

は、 . （

）であ た。

さらにその賃貸

居住者の

代 で

は、 以 の で、 ー ント以 、より い

でも の を （ ）しており、 の

能性を感 る。また、 齢 が高い ど が高

い。現 多くの賃貸住宅が DIY などによる住宅の改変

を している で、DIY 賃貸は、居住者の住宅の心

理的機能の のための 性化、住みにくさの課題

、住みこなしていく けとして すると で

きる。 には、 広い 齢 のニー があり、その

け となる過剰のために空き家化する住宅での市

へ が する 能性を できる。さらに、その

ために などの広報 ンフ（参 ）で される DIY

の特 方式が必要にな う。	

	 そこで表 で 以 の住宅移動の多い調査対 者

のインテリアに関する重要および 事 を見ると、

心、 リラックス となり、 に DIY

できる こととな ている。 事 の の で

はインテリアの質、 の と への が

にあり心理的な機能が重要である。 者のうち

住宅の 者の として、リフォーム み が

リストに ており 行のリフォーム み が

者の要 に対応していないことを している。（

参）変化の要因となると考えられる。以 、今後の

住宅の変化のありうる要因の として考 した。	

． とめ 
	 郊外の住宅地とそこでの近 や地域との関係の暮ら

しなどの住生活の実態、住宅の心理的な機能の の

、さらに一 広告で する リ 住宅 の意

を明 にした DIY 賃貸住宅の 性など、郊外の住

宅の多数のト ックスを調査し、住宅の 、地域

への 感などから一定の基本的な関係性を探るとい

う研究 であ た。 に した仮説的な課題を検

証しながら を めた。まとめとしておおむ 以下を

得た。 
）住宅地 との特性・・・多 な の表出として

ン ン街 建て街 および ア ート街

街 の名 から できる住宅の実態、近隣生

活の実態とそこでの住生活をある にすること

が分か てきた。この 的定 が であることを

す であり、 街 は、住生活の実情を す

	 	 DIY 賃貸住宅の  

	 	 代と DIY 賃貸住宅の  
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基本 になる類型の名 ではないかと感 た。 ン

ン街などは事 主 との計画 計 域でなく、建

築計画の対 にできれば、今までに い問題 や

的な に していくことが出 るとも考えた。 
）近 や近隣地域との関係・・・まだ 性が 証

されていないかもしれないが、住宅の は 建て

や ン ンにおいて高く、近 や地域への 感は

ア ート街や 街で高いという 、近 との け

合いや などへの参 について、生活のスキル

という 点で見たが、 数 後の人が参 や活動して

おら 必 しもスキルにな ていないという とな

り、現代の が 的な性質を ていることが見

えたともいえる。この でも住宅地の類型との対応が

あり、 ）のまとめと に、より探求されれば実情

の理 に である。 
）心理学的な機能性・・・住宅計画の新しい視点と

して心理的機能性が住生活の実情を説明できる で

あり、必要とされながら されていない現実を一定

明らかにできたと う。住宅地の類型で、必要性

とその の ルが な ている。ア ート街・

街・ ン ン街が必要性が高く の が い

という は、それらの住宅地と住宅の計画の問題で

ある すると、明 な要因分析ではないが、 の

高い住宅地の建築計画や インの問題である。高

は都市の 条件として考えることも出 るが、建築

的な では な を でいる。 
	 心理学的な機能 3 類を① リラックス を 人の

、② 人との を近 への関係性、③ の

自分のため を自己実現などと い換えると、①を基

に②と③でコミュニティへ する ル となる

と できる。生活スキルの方も近 や との関係

性を しており、今後住生活の改 に向けてより研

究の探求が必要という につなが たと う。 
） り DIY 賃貸住宅のニー と ・・・

のみなら 以 の高 齢 にもニー が

り、高 齢 に の が高い を得た。この

ー は、 り が する DIY 、 DIY および 賃

貸住宅 の 3つの特性への で、どの特性へのどう

いう かが明 でない。また、 についても

で十分に分析できない。おそらくまだ がない DIY

賃貸住宅に対する 定的な 応があ たいうことはで

きる。実 の既 住宅の市 に対する 定的な 応と

して むことが出 、過剰ストックが市 に する

には り の要 条件で される必要性があること

を した変化の と考えられる。	  
	 以 を､一 めて郊外の住生活問題として考える

と の建築的な実 では改 できない課題が多い。

今後建築計画の にはより大きな一 と方向の 大

転換が必要ではないか。	

	 研究としては、現 の では 理が多く 的で

課題が た。今後、 十分・未 ・未 の課題

について をさらに 査し研究を めたい。	  
	 なお、本研究は、 学研究 的 研究（

） 建て えできない住宅 地の 感とコミュニ

ティ再生—代 建 えに関する参 型研究 の

である。	

 
）	 等（ ）の で出 が明 されていない。	
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